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第
10
章　

戦
後
政
治
と
保
守
合
同
の
相
克

─
吉
田
ワ
ン
マ
ン
か
ら
自
民
党
政
権
へ

村
井　

哲
也

は
じ
め
に
─
自
民
党
政
権
の
意
思
決
定

　

一
九
五
五
年
一
一
月
一
五
日
の
保
守
合
同
は
、
吉
田
茂
を
棚
上
げ
す
る
こ
と
で
成
立
し
た
。
反
吉
田
勢
力
が
民
主
党
に
結
集
さ
れ
た

イ
ン
パ
ク
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
足
下
の
自
由
党
で
も
「
後
継
者
」
た
る
緒
方
竹
虎
が
棚
上
げ
の
意
図
を
持
っ
た
。
吉
田
の
後
見
役
な
が
ら

そ
の
総
辞
職
を
強
く
促
し
た
松
野
鶴
平
は
、「
爛
頭
の
急
務
」
の
緒
方
声
明
を
こ
う
述
べ
る
。「
新
党
と
い
う
も
の
は
勢
が
そ
う
な
っ
て

い
た
。
吉
田
の
ほ
う
は
新
党
と
い
う
も
の
は
自
分
が
棚
上
げ
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
も
の
だ
か
ら
、
早
く
や
め
て
く
れ
と
い
っ
た

が
、
勢
だ
か
ら
一
ぺ
ん
や
っ
た
ら
止
め
ら
れ
な
い
。
や
は
り
機
運
だ
っ
た
わ
け
だ（

１
）」。

　

前
年
一
二
月
一
〇
日
に
鳩
山
一
郎
が
政
権
交
代
を
実
現
す
る
と
、
翌
年
三
月
の
総
選
挙
に
お
け
る
民
主
党
の
第
一
党
獲
得
、
左
派
・

右
派
に
よ
る
社
会
党
再
統
一
、
ア
メ
リ
カ
や
財
界
の
保
守
勢
力
結
集
に
よ
る
「
強
力
な
安
定
政
権
」
の
要
求
な
ど
を
背
景
に
、
保
守
合

同
は
一
気
に
実
現
し
た（

２
）。

そ
れ
だ
け
吉
田
棚
上
げ
は
不
可
欠
の
前
提
で
あ
っ
た
。
逆
に
こ
の
こ
と
は
、
当
時
の
政
界
に
と
っ
て
通
算
七

年
二
カ
月
の
政
権
で
築
か
れ
た
吉
田
の
存
在
の
大
き
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
保
守
合
同
は
、
最
初
に
戦
後
政
治
を
形

作
っ
た
吉
田
体
制
を
い
か
に
克
服
す
る
か
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
実
現
し
た
の
で
あ
る（

３
）。
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そ
れ
で
は
、
吉
田
棚
上
げ
と
い
う
同
時
代
的
な
機
運
と
は
、
い
っ
た
い
何
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
ワ
ン
マ
ン
と
称
さ

れ
た
吉
田
体
制
は
ど
の
よ
う
な
前
提
で
成
り
立
ち
、
ど
の
よ
う
な
相
克
に
晒
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
保
守
合
同
へ
向
か
う
相
克
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
様
々
な
研
究
が
存
在
す
る
。
内
政
史
の
観
点
か
ら
は
、
第
二
保
守
党
を
め
ぐ

る
研
究
が
存
在
す
る
。
こ
こ
で
は
、
吉
田
自
由
党
が
志
向
し
た
と
さ
れ
る
自
由
放
任
主
義
へ
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
、
経
済
計
画
や

福
祉
国
家
の
発
想
を
含
む
修
正
資
本
主
義
を
志
向
し
た
第
二
保
守
党
が
、
改
進
党
な
ど
か
ら
民
主
党
を
経
て
、
自
民
党
政
権
に
影
響
を

与
え
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
ま
た
、
保
守
合
同
へ
至
る
ま
で
の
双
方
に
お
け
る
政
党
組
織
の
変
容
に
着
目
し
、
そ
れ
ら
が
自
民

党
政
権
に
与
え
た
影
響
を
指
摘
す
る
研
究
も
現
れ
て
い
る（

（
（

。

　

外
交
史
の
観
点
か
ら
は
、
軽
武
装
・
経
済
優
先
の
「
吉
田
路
線
」
が
自
民
党
政
権
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
指
摘
す
る
研
究
が
蓄
積

さ
れ
て
い
る（

（
（

。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
早
く
か
ら
経
済
史
的
な
観
点
を
貪
欲
に
吸
収
し
て
保
守
合
同
へ
向
か
う
相
克
を
検
討
し
、
内
政
史

研
究
の
進
展
も
促
し
て
い
る（

（
（

。
た
だ
し
吉
田
は
、
自
由
放
任
主
義
を
単
純
に
信
奉
し
た
訳
で
は
な
い
。
そ
の
ロ
ジ
ッ
ク
は
、
ア
メ
リ
カ

の
経
済
援
助
や
外
資
導
入
を
梃
子
に
戦
後
復
興
と
経
済
自
立
の
実
現
を
目
指
す
、
政
策
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
志
向
性
を
超
え
た
日
米
協

調
路
線
に
基
づ
い
て
い
た（

（
（

。

　

そ
の
後
、
日
米
協
調
路
線
に
基
づ
く
吉
田
体
制
は
、
占
領
終
結
後
か
ら
次
第
に
合
理
性
を
失
い
始
め
、
こ
の
状
況
は
、
反
吉
田
勢
力

の
み
な
ら
ず
自
由
党
、
官
僚
機
構
、
ア
メ
リ
カ
を
含
む
多
く
の
ア
ク
タ
ー
に
認
識
さ
れ
た
。
吉
田
棚
上
げ
の
機
運
は
、
以
上
の
よ
う
な

内
政
・
外
交
・
経
済
の
各
方
面
に
わ
た
る
変
容
が
入
り
混
じ
り
つ
つ
醸
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た（

（
（

。

　

本
章
が
着
目
す
る
の
は
、
戦
後
新
憲
法
下
に
お
け
る
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム
の
相
克
で
あ
る（

（（
（

。
吉
田
ワ
ン
マ
ン
の
意
思
決
定
は
、
対

日
占
領
と
い
う
特
有
の
時
代
状
況
を
背
景
に
、
時
に
新
憲
法
が
定
め
る
議
院
内
閣
制
の
理
念
を
換
骨
奪
胎
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
四
九
年
一
月
の
総
選
挙
で
の
絶
対
多
数
党
の
獲
得
と
ド
ッ
ジ
ラ
イ
ン
の
受
け
入
れ
を
好
機
と
し
て
、
六
月
に
改
正
国
家
行
政
組
織

法
と
各
省
設
置
法
が
施
行
さ
れ
る
過
程
で
吉
田
体
制
は
確
立
し
た
。
ま
ず
各
省
庁
を
掌
握
し
、
そ
の
拠
点
た
る
事
務
次
官
会
議
の
「
事

前
審
査
」
で
閣
議
を
形
骸
化
さ
せ
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
権
威
も
駆
使
し
て
与
党
（
国
会
）
と
の
関
係
を
分
断
し
た
。
一
方
で
自
ら
は
、
官
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僚
派
や
側
近
の
人
脈
で
固
め
た
外
相
官
邸
連
絡
会
議
を
非
制
度
的
な
存
在
な
が
ら
最
高
意
思
決
定
機
関
と
位
置
づ
け
、
そ
こ
か
ら
す
べ

て
の
機
関
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
。
そ
の
属
人
的
な
手
法
は
、
決
し
て
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
も
の
で
は
な
い（

（（
（

。

　

当
然
な
が
ら
、
こ
う
し
た
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム
は
、
占
領
終
結
後
、
公
職
復
帰
組
を
中
心
と
し
た
反
吉
田
勢
力
の
攻
勢
を
受
け
動
揺

す
る
。
吉
田
政
権
の
弱
体
化
に
と
も
な
い
、
封
印
さ
れ
て
き
た
予
算
要
求
と
議
員
立
法
が
無
秩
序
に
膨
張
す
る
と
、
与
党
と
各
省
庁
、

政
府
と
国
会
の
関
係
は
緊
張
を
孕
み
つ
つ
変
容
を
遂
げ
て
い
く（

（（
（

。
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム
の
再
編
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
通
説
的
に
理
解

さ
れ
る
自
民
党
政
権
の
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム
は
、
概
ね
一
九
六
〇
年
代
半
ば
に
原
型
が
確
立
し
た
と
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
形
成
過
程

の
全
体
像
が
歴
史
実
証
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い（

（（
（

。
そ
れ
以
前
の
吉
田
政
権
期
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
っ
た
の

か
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い（

（（
（

。

　

以
上
の
関
心
に
基
づ
く
本
章
の
目
的
は
、
最
初
の
戦
後
政
治
を
形
作
っ
た
吉
田
政
権
か
ら
保
守
合
同
へ
向
か
う
変
容
を
描
く
こ
と

で
、
自
民
党
政
権
の
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム
が
出
発
し
た
際
の
前
提
状
況
を
再
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る（

（（
（

。

　

以
下
、
第
一
節
は
、
終
戦
後
の
経
済
自
立
と
い
う
問
題
に
直
面
し
た
吉
田
が
、
こ
れ
に
経
済
計
画
と
国
土
計
画
を
提
示
す
る
こ
と
で

ア
メ
リ
カ
の
援
助
・
外
資
を
引
き
出
そ
う
と
し
た
過
程
を
、
第
二
節
は
、
こ
の
模
索
が
占
領
終
結
後
に
は
対
米
依
存
・
縮
小
均
衡
と
批

判
さ
れ
、
独
立
予
算
と
与
党
事
前
審
査
を
も
た
ら
す
契
機
と
な
っ
た
過
程
を
、
第
三
節
は
、
拡
大
均
衡
と
い
う
機
運
に
乗
っ
た
政
権
交

代
で
、
予
算
編
成
と
政
官
関
係
を
め
ぐ
る
相
克
が
保
守
合
同
前
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
く
過
程
を
概
観
す
る
。
以
上
を
も
っ
て
、
自
民

党
政
権
に
お
け
る
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム
の
前
提
状
況
を
再
確
認
し
、
最
後
に
今
後
の
課
題
を
挙
げ
て
み
た
い
。

一　

占
領
体
制
と
吉
田
ワ
ン
マ
ン

⑴　

終
戦
後
の
経
済
計
画
と
国
土
計
画

　

終
戦
後
に
お
け
る
吉
田
茂
の
現
状
認
識
は
、
外
務
省
の
調
査
局
特
別
調
査
委
員
会
が
策
定
し
た
『
日
本
経
済
再
建
の
基
本
問
題
』
か




